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調査書作成 の現状 と課題

令和３年度入試から調査書の様式が変わり(改善され)ます

○大学入学者選抜において「主体性を持って多様な人々と協働して
学ぶ態度」を含む「学力の３要素」を多面的・総合的に評価する
ため、高等学校段階における多面的な評価への改善の取組を踏ま

え、一人一人が積み上げてきた大学入学前の学習や多様な活動等
に関する評価の充実を図る。

○あわせて、これらの評価がその後の大学教育に十分生かされるよ

うにする必要がある。

○ 調査書の見直し
○ 推薦書の見直し
○ 志願者本人の記載する資料等

○ 調査書等の電子化

改善を図る

６



調査書の様式がどう変わる(改善される)のか
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調査書の様式がどう変わる(改善される)のか
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調査書の様式がどう変わる(改善される)のか
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改善 旧

調査書の様式について、(現在
は)裏表の両面１枚となってい
るが、この制限を撤廃し、弾力

的に記載できるようにする。

９



調査書作成時に求められること

の部分

【指導上参考となる諸事項】
生徒の特長や個性、多様な学習や活動の履歴についてより適切に評価
することができるよう、現行の調査書の「指導上参考となる諸事項」
の欄を拡充し、以下の①～⑥の項目ごとに記載する欄を分割して、よ
り多様で具体的な内容が記載されるようにする。
①各教科・科目及び総合的な学習の時間の学習における特徴等
②行動の特徴、特技等
③部活動、ボランティア活動、留学・海外経験等
④取得資格・検定等
⑤表彰・顕彰等の記録
⑥その他

の部分

大学が指定する特定の分野（例：保健体育、芸術、家庭、情報等）に
おいて、特に優れた学習成果を上げたことを記載させることができる。
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今高校の現場で感じていること

の部分
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今高校の現場で感じていること

1. 生徒一人一人の特徴を学業だけでなく、多面的に記入できることは良
いことという意識

2. 調査書の記載内容から多面的に評価する手法について

3. 現行の指導要録の記載内容の転記だけでは不十分である場合の対応

4. 記入欄の弾力化により、生徒の資格や表彰歴の全てを記載できるよう
になるのは良いこと

5. 生徒の学内外での活動歴、表彰歴の全てを、活動期間等を含めて細か
く把握しなければならないことへの不安

6. 公文書として調査書を作成する上での課題

7. 調査書は担任が作成するが、記載事項が増えることで調査書作成にか
ける労力が増えることへの懸念

8. その他
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今高校の現場で感じていること

の部分
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1. 同じ系統の学部学科への出願でも、大学ごとに選抜の種別（総合型選
抜・学校推薦型選抜・一般選抜）で異なる内容を求められることで、
記載内容をそれぞれに対応させることへの負担感

2. 出願大学の決定時期を早めないと記載が間に合わないという不安

3. 募集要項を読み込まないと記載できないという不安感・負担感

4. 過年度生についての対応への危惧

5. 記述量が弾力化されることで、記載者としては「何とか合格してほし
い」との気持ちから多くのことを記載する傾向になることへの懸念

6. その他
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どうすれば良いか

第２回会議資料より
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高校からみた調査書電子化へ不安と課題

1. e-ポートフォリオは、本来、学習プロセスを記録に残すことで生徒の
成長を促すためのもの

2. e-ポートフォリオを、調査書作成時の参考データとして教員が活用し

たり、生徒が大学に提出するデータ作成時に活用することを前提に、
どのようなデータを、どのような形で蓄積しておくのかという検討が
必要

3. e-ポートフォリオ作成状況の確認や、生徒へ指導することなどの業務
が増える反面、e-ポートフォリオが入試でどのように利用されるのか、
あるいは利用されないのか不透明

4. 公文書としての電子調査書発行手続きの整備が必要

5. 現行と異なり、電子化に伴って、調査書データを高校が大学に送信す
ることになった場合には負担が増える

6. その他
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高校の視点からみた主体性等評価の課題

1. 「主体性等の評価」の理解に個人差があるのではないか。

主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度＝主体性等

「知識・技能」＋「思考力・判断力・表現力」＋「主体性を

持って多様な人々と協働して学ぶ態度」＝主体性等

2. 「主体性等」には、客観的に評価が可能な能力と、「態度」「意欲」
といった資質が混在しており、資質は客観的な評価が難しいので、ど

うしても主観的になってしまうのではないか。

3. 予告の中に「学校長からの推薦書の中で、本人の学習歴や活動歴を踏
まえた「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性を持って

多様な人々と協働して学ぶ態度」に関する評価を記載すること」とあ
るが、主体性等の「多様な人々と協働して学ぶ態度」を、何を根拠に
評価すれば良いのか迷う。
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高校の視点からみた主体性等評価の課題

4. 一般選抜において、調査書の記述から、大学がどのようにして「主体
性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」を評価するのか。

5. 自主性等の評価について、入試説明会等で「一般選抜で多面的に評価

するのはボーダー付近の受験生」との説明を聞く。一般選抜は受験生
が多いという現実を考えるとその理屈も理解できるが、もしそうであ
るなら、「各大学の入学者選抜において、卒業認定・学位授与の方針、

教育課程編成・実施の方針を踏まえた入学者受入れの方針に基づき、
「学力の３要素」・・・を多面的・総合的に評価するものへと改善す
る」という今回の改善の趣旨を考え、総合型選抜、学校推薦型選抜の

募集人員をもっと増やすことが適当なのではないか。

6. その他
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新学習指導要領に対応した「新指導要録案」 19

小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評
価及び指導要録の改善等について（通知）

30文科初第1845号／平成31年3月29日

３．指導要録の主な改善点について

(２) 高等学校・・・における「各教科・科目等の学習の記録」につい
ては、観点別学習状況の評価を充実する観点から、各教科・科目の

観点別学習状況を記載することとしたこと。

(３) 高等学校・・・における「特別活動の記録」については、教師の
勤務負担軽減を図り、観点別学習状況の評価を充実する観点から、

文章記述を改め、各学校が設定した観点を記入した上で、各活動・
学校行事ごとに、評価の観点に照らして十分満足できる活動の状況
にあると判断される場合に、○印を記入することとしたこと。

(５) 教師の勤務負担軽減の観点から、・・・その記述の簡素化を図る
こととしたこと。



新学習指導要領に対応した「高校の新指導要録案」

様式１表面

様式１裏面

様式２表面

様式２裏面
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新学習指導要領に対応した「高校の新指導要録案」

様式２裏面

「総合所見及び指導上
参考となる諸事項」に
記載されている内容

「総合的な探究の時間
の記録」に記載されて
いる内容

調査書、推薦書の記載
に十分な情報か？
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大学入学者選抜における多面的な評価 22

「学力の３要素」を多面的・総合的に評価する
知識・技能

思考力・判断力・表現力

主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度

入学者選抜で多面的に評価するための情報が必要
調査書

推薦書

受験者からの提出資料

大学が選抜の過程で収集した資料 等

新生徒指導要録
案では記述の簡
略化が予定され
ている

調査書の簡素化？

評価がその後の大学教育に十分生かされる

調査書、推薦書などのペーパレス化を
はじめとする入学者選抜事務全体の電
子システム化が必要


